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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣及び国土交通大

臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣，国土交通大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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地理情報－場所識別子（PI）アーキテクチャ 
Geographic information－Place Identifier (PI) Architecture 

 
序文 

場所は，主体及び目的によって様々な名前を用いて識別される。結果として，同じ場所を示す異なる識

別子が存在する。この規格は，同じ場所を示す異なる場所の識別子を相互に変換する仕組を規定する。こ

の規格は，WWW（World Wide Web）空間上の複数の名前空間において，場所の識別子を介して様々な場

所情報を結び付けることができ，情報の流通性を向上させることができる。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，場所識別子の概念，及び構造を規定するアーキテクチャを定義する。この規格は，場所の

識別子を作成，登録，管理，検索・取得（変換）及び利用するための概念的な構造を規定するとともに，

この構造を具現化する要素技術の位置付けを規定する。この規格は，同じ場所を示す異なる識別子を相互

変換するための仕組を実現するのに必要となる参照モデルを規定する。この規格は，どのような特定の場

所の表現を作り出すものでもなく，ある一つの住所表記方式のような場所を表現する単一で標準的な記述

方式を定義するものでもない。 

 

2 適合性 

この規格に適合するためには，この規格に基づく実装は，附属書 A の要件を満たさなければならない。 

 

3 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS X 4170:2009 オープン分散処理－統一モデル化言語（UML）1.4.2 版 

JIS X 7111 地理情報－座標による空間参照 

JIS X 7112 地理情報－地理識別子による空間参照 

JIS X 7115 地理情報－メタデータ 

 

4 用語，定義及び略語 

4.1 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

 


